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活躍の舞台、世界 海外にある日本国の大使館・総領事館・政府代表部

（「在外公館」という）は、その国において「日本

の顔」とも言える施設です。外務省営繕管理官室は、

その施設の建設、修繕工事、維持管理及び不動産取

得等の業務を一手に担っています。

外交活動の拠点をあなたの手で
―「日本の顔」をプロデュースする外務省営繕室―

在スリランカ日本国大使館事務所 在カラチ日本国総領事館事務所 国際連合日本政府代表部大使公邸 在ストラスブール日本国総領事公邸



3年目

本省→在外語学研修
（1年間）

4年目以降
本省勤務

or 
在外公館勤務

1年目

入省
本省勤務

本省で実務及び
語学を学ぶ

在外語学研修とキャリアパス

入省後は、週に2回、1回1.5時間の語学研修が行われます。また、3年目の夏からは1年間

の海外語学研修を受講する制度があります。研修言語は英語、フランス語等で、現地の語学

学校や大学・大学院で学びます。その後は3～4年の周期で在外公館勤務と外務本省勤務を

繰り返しながらキャリアアップをはかり、在外営繕技官のスペシャリストとして活躍することが

期待されています。

在外公館施設整備の流れ キャリアパス

語学研修
研修言語は英語・
フランス語等で、現地
の語学学校や大学・
大学院で学ぶ

スペシャリストへ
3～4年周期で
本省↔在外公館
勤務を繰り返す

外務省営繕管理官室は、施設の建設、修繕工事、維持管理及び不動産取得等の業務を一手

に担っています。これら業務は、外務本省での企画・設計といった業務と、海外の在外公館での

工事監理などの業務に大きく分かれます。

本省勤務

実施計画
施設の建設、修繕工事な
どの実施計画を在外公館
と調整し、立案します。

予算要求
作成した計画に基づ
き、実施に必要な経
費を予算要求します。

設計図作成
設計コンサルタントと共
に敷地の状況や現地の
建築法規等を考慮しな
がら設計図を作成します。

工事
入札や見積り合わせ
といった手続により施
工業者を決定し、工
事契約を締結します。

工事監理
施工業者が適切に工事
を実施しているかチェックし
ます。在外公館勤務時の
最も重要な任務です。

保全指導
施設の安全を保つよう
様々な施策を実施し
ます。民間の技術者の
派遣も行っています。

国有財産管理
在外公館の土地や建物
など（「国有財産」）の
管理を行います。

維持管理工事設計企画立案

積算
設計図を基に工事費を
積算します。設計段階か
ら予算内に収まるように
考慮することが重要です。

後世に残る

建築作品

施設の長寿命化

せっかく建てた建物が老朽化な

どにより取り壊されることを防ぐ

ため、建物の長寿命化に取り組

んでいます。地域との調和を図

りつつ日本らしさを兼ね備えて

いることも重要なポイント。

あなたがプロデュースした建築

作品が後世に残る仕事です。

1931年
在アメリカ合衆国日本国大使館
旧公邸竣工当時

2015年～2018年
大規模改修を実施

2019年
在アメリカ合衆国日本国大使館
旧公邸改修後
（現在は事務所別館）

外交活動の拠点をあなたの手で



Works
世界各国にある在外公館施設は、外交活動の

拠点としてだけでなく、我が国の存在や文化を象

徴する「日本の顔」としての側面も持っています。

そのため、世界各国の特性を踏まえ、周辺環境

との調和に配慮しつつ、日本を代表する施設とし

ての品格をもつ施設の建設に努めています。ここ

では、我々が手がけた在外公館施設のいくつか

をご紹介します。

在ペルー日本国大使館事務所
2021年竣工

基本・実施設計：（株）大建設計

在ホーチミン日本国総領事館事務所
2012年竣工

基本・実施設計： （株）松田平田設計

在ギリシャ日本国大使館事務所
2005年竣工

基本・実施設計：黒川紀章建築都市設計事務所

在中国日本国大使館事務所
2011年竣工

基本・実施設計：（株）日建設計

在スリランカ日本国大使公邸
2006年竣工
基本・実施設計：（株）久米設計

在メキシコ日本国大使公邸
2015年耐震改修工事
（1937年築、1867年購入）
基本・実施設計：（株）山下設計

在タンザニア日本国大使公邸
2003年竣工

基本・実施設計： （株）マツダコンサルタンツ

在パプアニューギニア日本国大使館事務所・公邸・宿舎
2018年竣工

基本・実施設計：（株）日本設計



在メキシコ日本国大使館

粕谷 萌花
KASUYA Moeka
在外語学研修（スペイン語）

メキシコの首都・メキシコシティでスペイン語の

研修 をして います。 現在、 語 学学校の マンツー

マンレッスンを受講しており、文法やビジネスに

おける実践的な会話表現などを学んでいます。

授業ではインプットが中心と なってしまうので、

授業外では積極的にアウトプットの機会を作る

よう心がけています。

自分でつくる、
在外語学研修の一年

語学学校のクラスメイト（筆者左端）

語学研修

在フランス日本国大使館

朝倉 大雅
ASAKURA Taiga
在外語学研修（フランス語）

フランス文化、建築、料理
満喫しながらの語学研修

外国で実施される語学研修では、限られた研修

の 期 間 を 前 半 と 後 半 に 分 けて フ ラ ンス 語 の 習 得

に努めています。研修前半では、フランス語の発

音が綺麗と言われているトゥールという街にホー

ムステイをしながら滞在し、フランス語に没頭する

生 活 を 送 りま し た。 その 滞在 先 では 、 フランス の

昔ながらの生活を経験でき、フランスの食文化や

生活様式に触れながら研修を進めることができま

した。

研修後半では、研 修地を パリに移し、よ り実務

に近いフランス語を習得すべく、研修に励んでい

ます。１年の研修期間を終えた頃には、現地業者

ともフランス語でコミュニケーションをとり、円滑に

プロジェクトを進めていくことを目標に据えて、学

校の授業を受けています。

有名建築をこの目で見る
休日は旅行に行くことや、フランスで出会った友

人とピクニックをするなどして、リラックスするよう

にしています。フランスは高速鉄道網が発展して

いるため旅行がしやすく、地域によって料理や文

化が多様なので、それらを求めてよく出かけます。

また、各地に有名建築が点在しているので、そ

れらを訪れてこの目で見ることがとても貴重な時

間になっています。

一日の流れ
8 :30 語学学校での授業開始

自宅からメトロを利用して30分ほどの距離にある学

校 で 午 前 の授 業 を受 け ま す 。 在 籍 し て い る生 徒 は

世界各地の国から来ていて、様々なテーマ（映画、

教育、ビジネス、歴史、私生活など）のフランス語を

学習します。

13 :00 昼休み

普 段 は 旅 行 の た め に 節 約 を す る こ と が 多 い の で 、

自宅から持参した お弁当を食べま す。と言っ ても 、

日本のお弁当とは違い、フランスで安く手に入る食

材でサンドイッチやフルーツなど、軽く済ませること

が多い で す 。午後の ア クティ ビ ティ に参加し な い日

は、友人とゆっくりランチを取ることもあります。

14 :00 午後のアクティビティに参加

午 後 は 美 術 館 に 行 っ た り 、 映 画 を 見 た り 、 フ リ ー

マーケットが開催されたり、フランス絵画やチョコに

つ い ての 深掘 りを する な ど 、 文化 を感 じるこ とが で

きる活動が開催されます。それらに参加することが

多いです。

15 :00 学校終了・帰宅

学校が終了した 後は自宅に帰ってその日の復習を

し た り 、 フ ラ ン ス 語 以 外 の こ と を し た り し て リ フ レ ッ

シュしま す。夕飯は研修前半でホ スト宅で覚えた フ

ランス料理にチャレンジすることもあります。パリの学校のクラスメイト（筆者左端）

エッフェル塔

語学研修

入省 2022年度【建築】入省 2022年度【建築】

現地での暮らし
メキシコシテ ィは古代文明 に触れられる場所

やコロニアル建築も多く、食文化や人々の温か

さも魅力なので、研修環境としては充実している

と感じます。日本料理店もたくさんあり、気候も

穏やかで過ごしやすく、渡航前は治安に対する

不安もありましたが、夜間移動には特に注意を

払いながら生活しています。

異国での日常と休日
授業後や週末には友人とカフェやメルカド（スペイン語

で市場の意味）に出かけ、学校の休講期間には市外へ

旅行し日常 とは異なる風景 に触れるのも楽しみ の一 つ

で す 。 最 近 で は ラ ン ニ ン グ イ ベ ン ト に 参 加 し 、 リ フ レ ッ

シュをしつつ、地元の人々や外国人観光客と交流できる

時間を大切にしています。

在外語学研修の魅力
残りの研修期間は、現地大学内の外国人向けの教育

機関での研修を予定しています。メキシコ文化に関する

講座も開講されており、中には建築をテーマにした講座

もあります。スペイン語による建築文化へのアプローチ

を通し、研鑽を重ねていきたいと思っています。

こ の 一 年 間 の 語 学 研 修 で は 、 多 く の 経 験 を 得 ら れ る

チャンスがあります。学校の選択から日々の過ごし方ま

で、自分の行動次第で学びの幅を大きく広げていけると

実感しています。

授業後にフィエスタ（メキシコのお祭）へ（筆者右端）

9:00～13:00 授業

14:00 帰宅・昼食

16:00 散策（カフェや美術館、メルカド）

19:00 帰宅・夕食

21:00 課題・勉強時間

一日の流れ



在コンゴ民主共和国
日本国大使館

三尾 萌子
MITSUO Moeko

世界へのドア、
開いています

日本から飛行機で24時間…。赤道直下に位置

するコンゴ民主共和国（以下、コンゴ（民））で、大

使公邸新営工事と既存施設の修繕を担当してい

ま す 。新 営 工事 で は、 現 場に 納 入 され る製 品 検

査のため、タイ、ベトナム、トルコなどへの海外出

張も行っています。

みんな違って、それがいい
この仕事で最も苦労するのは、「普通の違い」

です。言語、天候、時間感覚、インフラ、法遵守

意 識 な ど 、 日 本 と の 違 い は 多 岐 に わ た り ま す 。

特に「時間」は最も苦労します。市内は原因不明

の 渋 滞 が 頻 繁 に 発 生 し 、 5 分 程 度 の 移 動 に 3 時

間もかかることもありました 。これは、関係省庁

との協議や、時間厳守が求められるコンクリート

打設作業などにおいて大きな問題となります。

日本のように設計基準や施工標準が整備され

ていないため、現地作業員の経験と感覚に頼っ

た施工が進みかけることがあり、常に注意が必

要です。また、想定外の事態に直面することもあ

りますが、日本式の設計思想を現地の実情に合

わせて実現できた時の達成感は、何ものにも代

えがたいものです。

世界への壁は高い
だが必ず越せる

この仕事の魅力は「可能性の広さ」だと思っています。

普段の生活でコンゴ（ 民）に触れる機会はどれぐらい

あるでしょうか。私は赴任するまで一切ありませんでし

た。そんな縁もゆかりもない国に赴任することはとても

不安でしたが、その国の方々と直接やりとりをしていく

中で、現地ならではのモノの見方や考え方を得られ、

逆に日本の考え方を紹介し比較できたことは、既に大

きな財産になっています。学校で勉強してきた内容を

活かせている場面はまだまだ少ないですが、文化も習

慣も異なる壁を乗り越え、また別の世界を知りたくなる

のは、この営繕技官という仕事以外にないと思います。

あの時、勇気をもって一歩踏み出して良かったと心か

ら実感しています。

世界への挑戦は高い壁のように感じますが、外務省

はそれを乗り越えるためのサポート体制を整えていま

す。現実にある『どこでもドア』をくぐってみませんか。

余暇中、野菜市場で

ペットボトル再生舗装材製造所視察現地エンジニアとの現場確認

英国奮闘記：

歴史的建造物と異文化

営繕技官として

在英国日本国大使館

倉本 樹
KURAMOTO Tatsuki

英国は世界中から観光客が訪れる人気の観光名所

やオシャレなカフェやレストランが点在する国であるた

め、休日はロンドン市内外を問わず新たな発見を追い

求め て散 策 を しています 。 また、ヨ ーロッ パの各 地を

旅行し、充実した日々を過ごしています。

海外生活は、日本では経験できないようなハプニン

グや、精神的・肉体的な負担を伴うことも事実です。し

かし、若いうちから在外勤務を経験することで、人間と

し て 大 き く 成 長 で き る こ と は 、 こ の 仕 事 の 「 大 き な 魅

力」だと感じています。

他省 庁で も建 物の建 設・ 維持管 理に従 事する技術

系職員はいますが、外務省の営繕技官は、海外の日

本国大使館や総領事館という特殊な建物の維持管理

に携わることができます。これは、他では経験すること

のできない仕事だと思います。

在外公館勤務の魅力

在英国日本大使館の事務所、公邸、国有宿舎の

維持管理を担当しています。建物や設備の不具合

へ の 対 応 、施 工 業 者 との 連絡 調 整 を 通 じ て、 大 使

館の円滑な運営を支えています。

英 国 の 施工 業 者 と の連 携は 、 日 本 と は異 なる 文

化や習慣 を理解すること が 必要です。勤労意欲の

面で日本との違いを感じる場面も多く、迅速な連絡

調整や業務開始が難しいケースも少なくありません

が、日々、その課題と向き合っています。

また、「築100年を超えた歴史的建造物」である事

務所と公邸を管理しているため 、老朽化によるトラ

ブルは日常茶飯事です。しかし、一つひとつの問題

を解決し、建物を維持していく過程には大きなやり

がいを感じています。

在英国日本国大使館機械室

冬のロンドンのイルミネーション

入省 2019年度【建築】入省 2021年度【機械】

旅行で訪れたエジプトのピラミッド

赤道直下の建築：

コンゴ(民)での挑戦



在ガボン日本国大使館

安田 真也
YASUDA Shinya

現在、私は在ガボン日本国大使館の事務所及

び大使公邸の建て替えプロジェクトを担当してい

ます。施工図のチェックや現場検査といった工事

の監理・監督業務に加え、資機材輸入時の免税

のためにガボン当局と調整を行うなど、技術的な

業務以外にも多様な業務をこなす必要がありま

す。

現地ガボンの業者 が施工 を担当 しており、工

事関係者は日本語を話せないため、意思疎通の

手段はもっぱらフランス語です。専門用語に加え

て、日本との施工方法や価値観の違いなどもあ

り、コミュニケーションを図る上で苦労を感じるこ

とがしばしばあります。ただ、国や言語は違えど

同じ技術者同士ということもあり、図などを用い

て丁寧に説明すれば理解しあえることも多く、大

使館建設という共通の目標に向かって知恵を出

し 合 い 、 現 場で 生 じ る課 題を 一 つ 一 つ 解 決 し て

いくことには大きなやりがいを感じます。

外務省には様々な専門家がいますが、技術的な知識を

活かして働く営繕技官は、稀有な存在です。そのため、

在外勤務では大きな裁量権を持って仕事に取り組むこと

ができます。私は営繕班長として、建て替え工事という大

規模プロジェクトを任される立場にあり、プロジェクトが円

滑に進むよう日々試行錯誤しながらも、自身の成長を実

感しています。技術的な知識に加え、プロジェクトマネジ

メントスキルも磨けることは 、営繕技官の魅力の 一 つで

す。

在外公館には邦人保護の最後の「砦」としての堅牢性、

事務所としての機能性、「日本の顔」としてのデザイン性

などさま ざまな機能 と役割 が求め られます 。それら を 総

合的に勘案しつつ、建設する国・地域の気候風土やコス

ト、竣工後のメンテナンス等、様々な与条件の中で最適

な解を見つけ出し、施設という形に昇華させるのが我々

営繕技官の仕事です。

建て替え前の 事務所 と公 邸は、営繕 技官の 大先輩が

1979年に建設した建物で、約半世紀にわたり、日・ガボ

ン両国の外交関係を支え、在留邦人を見守ってきました。

海外において「日本の顔」となる大使館、総領事館施設と

いった、地図にまで掲載される建物を自分の成果として

残 せるこ とは 、 外務 省 の営繕技官 の仕 事の 大 きな 醍醐

味であり、魅力の一つだと思います。

釜山での挑戦

在釜山日本国総領事館

一条 平太郎
ICHIJO Heitaro

韓 国 に は 、 歴 史 的 建 築 物 が 数 多 く 残 っ て お り 、 カ

フェや公共建築として使用するなど利活用が進んで

います。休日にはこうした建物を訪れています。

また、語学研修の補助を受けて韓国語のレッスンを

受けています。ハングルは、日本語と共通する単語

が 多 く 、 現 場 で も 「 段 取 り （ ダ ン ド リ ） 」 「 足 場 （ ア シ

バ）」「既存（キジョン）」など、韓国語で仕事を進める

上で役立つ言葉も学んでいます。

釜山では、在釜山日本国総領事館事務所の改修工

事を担当しています。主な業務は、施工業者の図面確

認と施工状況のチェックです。改修工事では、建物の

内外装を剥がして初めて問題点が見えてくることが多

く、現場で施工業者と柔軟に対応策を練り、アイデアを

出すことが求められます。時には、専門知識のない他

の職員にも工事内容を分かりやすく説明し、建設的な

意見を取り入れることも重要です。専門用語を避け、

平易な言葉で説明し、職員の意図を汲み取り、設計に

反映させる―これも、営繕技官の重要な役割です。

入省 2006年度【機械】入省 2018年度【建築】

ガボンは豊かな自然に恵まれた国です。首都

から少し離れれば、マルミミゾウが生息する国立

公園やウミガメの産卵を見られるビーチなどがあ

り、そ れ ら を訪 れ野 生動 物 を間 近で 見ら れるの

は大きなレジャーのひとつです。普段の週末は、

大使館の同僚を招いたり、動画鑑賞をしたりして

過ごしています。

大使館新営プロジェクト

言葉の壁を越えて

ガボンでの余暇

「日本の顔」を創る仕事

現地業者と共に施工状況の確認

現地業者とのミーティング

海外での仕事は、日本とは異なる文化や慣習を理解

することから始まります。文化や習慣の違いを踏まえ、

常に「なぜ？」と疑問を持ち、確認することが大切です。

大規模工事は釜山の現場が初めてでしたが、こうした

経験を通して専門家としての目が養われていくのを実

感しています。

言語の壁も大きな課題です。釜山では英語が通じな

い場合が多いため、通訳を介して業者や役所と協議を

進めています。通訳を介したコミュニケーションは非効

率な面もありますが、韓国は日本と同様に、察する文

化が根付いています。従って、相手の意図を的確に捉

え 、 簡 潔で 分か り や すい 言葉 で 伝え る努 力 が常 に 必

要です。しかし、全く韓国語が話せないからこそ、下手

な韓国語で冗談を言うと現地の人を笑わせることがで

き、言葉が通じないなりのコミュニケーションの面白さ

を感じています。 世 界 各 地 で 建築 に 関 わ れる 仕 事 は 稀有 で す。 日

本との違いを肌で感じ、文化に触れ、様々な問題に

直面しながらも、それを乗り越えていく達成感こそが、

この仕事の大きな魅力です。

前任地の英国での勤務では、工事が難航し、苛立

ちを感じたこともありました。しかし、今振り返ると良

い経験となり、ロンドンへの郷愁さえ感じます。釜山

での経 験 も、 き っ と私 にと っ てかけが えのない 思い

出となるでしょう。「困難に立ち向かい、成長を実感

できる」 、それ が、外 務省営 繕技官の 仕事です 。世

界を舞台に、あなたの建築スキルを活かしてみませ

んか？

「なぜ?」を問う：釜山での経験

釜山の歴史と韓国語

世界を舞台に、
営繕技官の仕事

建築×異文化：釜山での挑戦 異国の地で「日本の顔」を創る

臨時首都記念館（旧慶尚南道知事官舎）



営繕冥利につきる

私が勤務する在アメリカ合衆国日本国大使館は、 大規 模

かつ築37年以上で、老朽化による様々な不具合を抱えて

います。しかし、老朽化した施設の大規模改修工事を計

画から予算化、施工、そして一新された建物が完成した

時の喜びは一入です。

また、築50年以上の木造（ツーバイフォー）国有宿舎の

改修にも携わってきました。着任以来、6戸の改修工事を

担当し、老朽化による様々な不具合を解消し、古ぼけた

家が蘇る様を目の当たりにする度に、営繕技官としての

冥利に尽きると思っています。

在アメリカ合衆国日本国大使館

飛石 栄一郎
TOBIISHI Eiichiro

現 在 、 営 繕 広 域 担 当 官 (※) と し て 、 北 米 地 域

及びカリブ地域の大使館・総領事館の営繕業務

を サ ポ ー ト し て い ま す 。 現 地 か ら の 要 請 が あ れ

ば出張し、技術的な問題解決にあたっています。

週末は、妻とゴルフを楽しむのが習慣です。春

から秋にかけては、大西洋にしか生息しないスト

ライプドバス（シーバス）釣りにも挑戦しています。

天候の悪い日には、エレキベースの演奏で日々

の ス トレ ス を 解 消 して います （ 赴任 以 来 、 フェン

ダー社のジャズベースを2本購入しました）。

営繕技官として、自身が企画・立案した工事を

実施し建物が一新された際には、自身の作品が

後生に残るという大きな喜びがあります。また、

工事の規模が大きければ大きいほどその思いは

より強くなると思います。

(※)営繕広域担当官

各地域の拠点公館に配置され、当該地域の

担当公館の営繕業務に関する指導・支援を

行うシニアの営繕技官

営繕広域担当官として

民間企業で培った電気設備の設計・施工管理の経験を

活かし、外務省で営繕担当官として働いています。民間

企業で3 年間の保全業務経験を経て、15 年間、新築・ 改

修工事の電気設備システム設計、実施設計図面作成、施

工管理に携わってきました。その間、一級電気工事施工

管理技士をはじめ、建設業に必要な資格を取得しました。

4 年 間 の 在 外 公 館 勤 務 経 験 か ら 、 在 外 公 館 施 設 の 建

設・維持管理への関心を深め、令和2年度の社会人経験

者採用試験を経て外務省に入省、本省勤務を経て、現在

に至ります。

在アメリカ合衆国日本国大使館事務所

在アメリカ合衆国日本国大使公邸

在アメリカ合衆国日本国大使館事務所分室（旧大使公邸）

入省 2020年度【電気】
社会人経験者採用

採用後の処遇等

給与・勤務時間など

＜大卒程度試験採用＞本省勤務の場合271,200円
※東京23区に勤務する場合の地域手当、本府省業務調整手当を含む

初任給

扶養手当（子11,500円等）、住居手当（最高28,000円）、
通勤手当（1ヶ月あたり最高150,000円）、超過勤務手当等

各種手当

原則年１回、人事評価の結果に基づき実施昇給

期末手当、勤勉手当として一般的には１年間に俸給・地域手当等の4.6ヶ月分
を支給 ※支給額は勤務成績等により異なる

賞与（ボーナス）

1日7時間45分勤務時間

年次有給休暇20日 ※新規採用職員（4月1日採用）の場合、採用年は15日休暇等

ワークライフバランス

※令和7年4月1日時点

育児等に関する両立支援制度（抜粋）
両立支援制度のほかテレワークを 活用するなど柔軟な働き方ができます

その他の制度（抜粋）

詳しくはこちら→

産前・産後休暇

出産する場合
▽

産前6週間、産後8週間

育児休業

3歳未満の子を養育する場合
▽

配偶者の就業等の状況に関わ
らず、原則2回まで取得可能

配偶者同行休業

外国で勤務等をする配偶者と外国
において生活を共にする場合

▽

3年を超えない範囲内

早出遅出勤務
など

配偶者出産休暇 介護休暇 フレックスタイム制 など

育児短時間勤務

小学校就学前の子を
養育する場合

▽

短い勤務時間での勤務

出生サポート休暇

不妊治療で通院等をする場合
▽

年5日（体外受精・顕微授精に
係る通院等の場合は更に5日）

子の看護休暇

私のキャリア：

外務省営繕広域担当官


